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第６学年 体育科学習指導案
鹿児島市立山下小学校
教 諭 松 山 譲

１ 単 元 ソフトバレーボール
２ 単元の目標

○ ルールやマナーを守り，勝敗に対して正しい態度をとるとともに，友達と協力したり， 励まし合ったりしながら，安全に楽しく練習や
ゲームをしようとする。 【関心・意欲・態度】
○ 自分のチームの特徴を知り，作戦を立てたり，ルールやコートを工夫したりしながら， 計画的に練習やゲームを行うことができる。

観点別目標 【思考・判断】
○ 各ポジションの動きを理解し，両手や片手でボールを操作しながら，相手コートの空い ているところにボールを落とすなど，状況に応
じた技能を身に付けることができる。 【技能】

３ 指導計画（全１０時間）

運動への関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 運動の技能
評
価 友達と協力したり，励まし合ったりしながら， 自分のチームのよさを生かして作戦を立てた 前衛・後衛のポジションの動きを理解するとと
規 安全に楽しく練習やゲームをしようとする また り，ルールやコートを工夫したりしながら，計画 もに，相手コートの空いているところにボールを。 ，
準 ルールやマナーを守るとともに，勝敗に対して正 的に練習やゲームを行うことができる。 落とすなど，状況に応じた技能を身に付けること
しい態度をとろうとする。 ができる。

○ 教師の指導 ※ 評価項目 重点評価項目

過程 主 な 学 習 活 動 教 師 の 指 導 評価方法

○ 重さが異なる数種類のボールを用意することで，ソフトバレーボール 学習カード
つ 自分たちで作戦や練習方法を工夫して，友達と チ に対して苦手意識をもっている子供も意欲的に活動することができるよ
協力しながらゲームを楽しもう。 ャ うにする。 観察法

か タレ ○ 一般的なルールを用いた試しのゲームをすることで，みんなが楽しく
・ 学習のめあてや進め方を知る。 イン ゲームをするために改善した方がいい点を課題としてつかむことができ 聞き取り

む ・ 学習カードの記入の仕方を知る。 ムジ るようにする。
(1) ・ チーム編成や役割分担について知る。 ※ 友達と役割を分担したり，声をかけ合ったりしながら，安全に楽しく 相互評価①
・ 試しのゲームをする。 ゲームをしようとしていたか。 【関・意・態】 カード

※ 自分たちのチームのよさを見付けることができたか。 【思・判】 学習カード
［ ］ねらい１・・・(3) 総当たり戦

自分たちのチームのよさを見付けながら，ルー ○ すべてのゲームをセルフジャッジ制で行うことで，ホールディングや チェック
ルを工夫して，ゲームを楽しもう。 ネットタッチ等のルールの定着をより一層図るとともに，判定に対する リスト

チ 正しい態度を身に付けることができるようにする。
の ・ ゲームの準備とルールの確認をする。 ャ 観察法
・ ゲームをする。→ ゲームを振り返る。 レ ○ チーム内でのかけ声や得点した場合の喜び方などを決める時間を設け

ば ・ ルールの見直し・再検討をする。 ン ることで，各チームが励まし合いながら，楽しくプレイすることができ 聞き取り
ジ るようにする。

す ・・・(4) 対抗戦 タ 相互評価ねらい２ 510・本時（ ）/ ［ ］
(7) 自分たちのチームのよさを生かしながら，作戦 イ ※ 自分たちのよさを生かした作戦を立てたり，チーム独自の練習方法を カード
を工夫してゲームを楽しもう。 ム 考えたりすることができたか。 【思・判】

②
。 【 】・ ゲームの準備とルールの確認をする。 ※ 自分たちのチームの作戦を意識して活動することができたか 技



- -4

・ ゲームをする。→ ゲームを振り返る。
・ チームの課題に応じて練習をする。 ○ 子供たちが発見した動きの「こつ」を，振り返りの場で取り上げるこ
・ 全体でゲームについて振り返る。 とで，全体で動きの「こつ」の共有化を図ることができるようにする。

※ これまでの学習を振り返り，自分の技能の伸びに気付いたり，他のチ ポート
対抗戦 ームの活動のよさを素直に認めたりしようとしているか 関・意・態 フォリオねらい３ ［ ］ 。【 】

ひ 高まった力を確かめ合いながら，いろいろな友 チ 相互評価
ろ 達とゲームを楽しもう。 ャ ○ 学習全体を振り返る場をもつことで，友達とソフトバレーボールの楽 カード
げ タレ しさを共有できた喜びを味わうとともに，技能や態度面で成長した自分
る ・ チーム編成とルールについて話し合う。 イン に気付くことができるようにする。 観察法
(2) ・ ゲームの準備をする。 ムジ
・ ゲームをする。→ ゲームを振り返る。 ※ ソフトバレーボールの基礎的・基本的な技能を身に付けることができ 聞き取り③

。 【 】・ これまでの学習を振り返る。 たか 技

４ 本 時（５／１０）
(1) 目 標
○ 友達と協力したり，励まし合ったりしながら，安全に楽しくゲームや練習をしようとする 【関・意・態】。
○ 自分たちのよさを生かした作戦を立てたり，チーム独自の練習方法を考えたりすることができる 【思・判】。
○ 自分たちのチームの作戦を意識して動いたり，ボールを操作したりすることができる 【技】。
(2) 展 開

教師の言葉かけ 子供の反応 ※ 評価項目 重点評価項目 ◇ 重点評価項目を受けての指導

過程 主な学習活動と予想される子供の反応・教師の言葉かけ 教 師 の 指 導

つ ○ 学習計画黒板や前時の反省を基に，学習の
か 学習のねらいと学習の流れを確認する。 進め方を話し合うことで，本時の見通しをも
む つことができるようにする。

〈 〉 ， ， 。(5) ねらい 自分たちのよさを生かしながら 作戦を工夫して ゲームを楽しもう
○ 「チャレンジタイム」の運動の具体例を掲
示することで，主体的に活動を進めながら，

さあ，体も心もしっかり 準備運動・チャレンジタイムをする。 今日は，パスゲームをし 体や心をほぐすだけでなく，基礎的・基本的
。ほぐそうね。 たいな。 な技能の定着を図ることができるようにする

※ チーム間で交渉する際のマナーは守れてい
。 【 】各グループで自分たちの立てた作戦を確認し，対戦したいチームを決め，お互 るか 関・意・態

いにルールやコートについて話し合う。
※ 自分たちのよさを生かした作戦を立てるこ

の とができたか。 【思・判】
みんな どんな作戦を立てたのかな ぼくたちは，三段攻撃を， 。

ば 作戦どおりにいくように，みんなで協 ゲームⅠをする。 10分間 するぞ。スパイクがたくさ ◇ 作戦をうまく立てられないチーム → 自分〈 〉
力しないといけないね。 ん決まるといいなあ。 たちのチームのよさを再認識させ，よさに応

す じた作戦例をアドバイスすることで，子供た
(50) ちが独自の作戦を立てることができるように

ゲームを振り返り，作戦を変更したり，ゲームⅡに向けて練習をしたりする。 する。
◇ 作戦を立てられたチーム → 立てた作戦に
基づく動きを図示することで，子供たちが自

近い距離は，オーバーハ みんなパスが上手になっ 分の動きについて理解することができるよう
ンドパスの方がボールをコ ゲームⅡをする。 〈10分間〉 てきたね。なかなか床にボ にする。
ントロールしやすいよ。 ールが落ちないぞ。

※ 友達と励まし合ったり，声を出し合ったり
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しながら，ゲームをしようとしているか。
【 】自分たちの考えた作戦や練習方法について振り返り，学習カードに記入する。 関・意・態

※ 自分たちの作戦を意識して動くことができ
。 【 】今日の活動でうまく ○○チーム わたしたちは，作戦はうまくいかな たか 技

いった作戦や練習方法 は声がとても 整理運動をする。 かったけれど，その後の練習を工夫す
ひ はなかったかな。 出ていたね。 ることができたよ。 ○ 全体で学習を振り返る場を設定し，本時の
ろ 活動でよかったところを称賛することで，自
げ 分たちの作戦や練習方法の素晴らしさに気付
る 本時の学習を振り返り，次時の学習への意欲をもつ。 いたり，がんばった友達に対して素直に認め
(5) たりすることができるようにする。


